
島根県安来市広瀬町（旧広瀬町）に、卒業生のほとんどが県内に残って社会福祉の仕事に就いていると

いう福祉専門学校があります。学校法人広瀬学院島根総合福祉専門学校（浜岡政好　理事長）です。

現在の安来市に合併する前、旧広瀬町は高い高齢化率のなか、地元で活動する福祉専門職の養成を町の

単独事業として準備することにしました。今から15年前のことです。

そして97年に学校を開設し、地域・行政・学校が一体になった活動が展開されています。その一端を

グラビアで紹介します。 （写真・文　下野祇園）

──ゲゲゲの女房のふるさと（島根県安来
やすぎ

市）の島根総合福祉専門学校──

学校と学生が、地域・住民にとけこむ
福祉専門学校のチャレンジ



田植え
地域交流事業の一環として、広瀬町比田老人クラブ連合会など地域の方々の協力を得て行う毎年恒例

の田植え体験。秋の収穫祭では地域のみなさんと一緒に新米のおにぎりを頂きます。



大もみじ救出作戦
戦国時代に勢力を誇った尼子氏の居城があった月山

がっさん

山頂に500年にもわたって根を張る大もみじ。そ

の根が土砂の流出によって風雨にさらされるため、山頂へ土を運びます。



大もみじ救出作戦記念撮影
砂袋を運び終わり、記念撮影。広瀬町から島根半島が一望できる景色の素晴らしさと、心地よい汗を

流した満足感とで自然と笑顔がこぼれます。 （２～４頁　写真・文　余村望）
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二
〇
一
〇
年
五
月
三
日
、
上
坪
陽

か
み
つ
ぼ
ひ
か
り

議
長
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
高
齢
者
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
代
表
団
の
一
行
二

〇
名
は
、
前
日
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議
へ
向
け
た
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
た
め
の

国
際
行
動
デ
ー
」
の
平
和
・
核
廃
絶
デ
モ
の
余
韻
の
残
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
に
、
ロ
ー
ズ
マ
リ

ー
・
レ
イ
ン
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

レ
イ
ン
さ
ん
は
、
国
連
の
「
高
齢
者
の
権
利
条
約
」
の
策
定
に
あ
た
る
高
齢
化
に
関
す
る
政
策
部
門
の

責
任
者
で
す
。
私
た
ち
は
レ
イ
ン
さ
ん
に
、
潘
基
文

バ
ン
ギ
ム
ン

国
連
事
務
総
長
宛
て
の
要
請
文
を
手
渡
し
、
歓
談
し

ま
し
た
。
ア
ジ
ア
か
ら
初
め
て
の
事
務
総
長
は
前
日
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
開
催
し
た
平
和
集
会
に
出
席
、
核
廃
絶

に
向
け
た
実
に
感
動
的
な
演
説
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

事
務
総
長
宛
て
の
要
請
文
の
要
旨
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

―
―
国
連
は
、
一
九
四
八
年
に
世
界
人
権
宣
言
を
発
し
、
一
九
六
六
年
の
国
際
人
権
規
約
に
よ
り
普

遍
的
人
権
の
保
障
を
条
約
化
し
た
。
さ
ら
に
固
有
の
人
権
保
障
条
約
と
し
て
一
九
六
五
年
人
種
差
別

撤
廃
条
約
、
一
九
七
九
年
女
性
差
別
撤
廃
条
約
、
一
九
八
九
年
こ
ど
も
の
権
利
条
約
、
一
九
九
〇
年

移
住
労
働
者
・
家
族
の
権
利
条
約
を
、
そ
し
て
、
二
一
世
紀
に
入
り
、
二
〇
〇
六
年
に
は
障
害
の
あ

る
人
の
権
利
条
約
を
国
連
総
会
で
採
択
し
、
残
さ
れ
た
の
は
「
高
齢
者
の
権
利
条
約
」
と
な
っ
た
。

私
た
ち
は
、
日
本
の
高
齢
者
の
人
権
保
障
の
状
態
は
も
ち
ろ
ん
、
急
速
に
進
む
世
界
の
高
齢
化
の

状
況
、
高
齢
者
の
人
権
状
況
に
鑑
み
て
二
一
世
紀
の
人
類
の
挑
戦
と
し
て
最
重
要
な
課
題
の
一
つ
が
、

高
齢
者
の
人
権
保
障
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
は
、
高
齢
者
の
た
め
の
人
権
を
保

障
す
る
た
め
の
条
約
を
制
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
際
は
、
一
九
九
一
年
の
国
連
の
「
高
齢
者
原
則
」
そ
し
て
「
国
際
行
動
計
画
二
〇
〇
二
」
が

基
礎
と
な
る
が
、
日
本
の
高
齢
者
運
動
の
積
み
重
ね
て
き
た
高
齢
者
憲
章
等
の
成
果
も
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
―
―
。

こ
れ
に
対
し
レ
イ
ン
さ
ん
は
、「
今
年
一
二
月
の
国
連
総
会
に
高
齢
者
の
人
権
保
障
に
関
す
る
決
議
を
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核廃絶と高齢者権利条約
採択に向けて

日本高齢者ＮＧＯ会議代表 井上　英夫さん



提
案
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
た
め
日
本
の
高
齢
者
の
お
か
れ
て
い
る
実
態
に
つ
い
て
の

デ
ー
タ
、
資
料
が
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
介
護
保
険
に
つ
い
て
興
味
を
示
し
、
日
本
政
府

か
ら
の
情
報
は
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
介
護
保
険
が
高
齢
者
、
国
民
の
間
に
安
心
を
保
障

す
る
よ
り
も
、
焼
死
事
件
、
介
護
殺
人
、
心
中
事
件
な
ど
の
根
源
と
な
り
、
不
安
を
増
大
さ
せ
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。

「
条
約
制
定
は
長
い
過
程
に
な
る
が
、
日
本
政
府
の
影
響
力
は
大
き
い
。
ぜ
ひ
政
府
を
動
か
し
て
ほ
し

い
」
と
逆
に
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
、
直
接
国
連
へ
の
情
報
提
供
活
動
を
強
め
る
と
同
時

に
、
日
本
政
府
に
社
会
保
障
の
改
悪
を
止
め
さ
せ
、
高
齢
者
の
人
権
保
障
の
た
め
に
国
連
に
条
約
採
択
を

働
き
か
け
る
よ
う
迫
る
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
世
界
最
大
の
高
齢
者
組
織
、
全
米
退
職
者
協
会
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
を
訪
問
し
、
国
際
関
係
部
門
の
責

任
者
ジ
ェ
シ
カ
・
フ
ラ
ン
ク
さ
ん
他
三
名
の
幹
部
と
お
会
い
し
、
歓
待
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
日
本
の

社
会
保
障
と
高
齢
者
の
人
権
侵
害
・
剥
奪
の
深
刻
な
実
態
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、説
明
し
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
大
変
驚
い
て
い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
高
齢
者
権
利
条
約
策
定
に
つ
い
て
協
力
し
て
い
く
こ
と
で

一
致
し
ま
し
た
。

日
本
高
齢
者
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
は
一
九
九
八
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
際
連
合
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
高
齢

者
の
人
権
保
障
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
中
国
、
韓
国
、
モ
ン
ゴ
ル

を
は
じ
め
ア
ジ
ア
の
人
々
と
交
流
を
深
め
（
今
年
は
、
第
九
回
国
際
高
齢
者
文
化
祭
を
中
国
・
海
南
省
で
開

催
し
ま
す
）、
二
〇
〇
二
年
の
マ
ド
リ
ッ
ド
で
の
国
連
の
第
二
回
高
齢
化
国
際
会
議
に
は
、
一
四
〇
人
の

代
表
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。
そ
の
延
長
と
し
て
の
今
回
の
活
動
で
す
。

核
廃
絶
・
平
和
と
高
齢
者
の
人
権
保
障
は
、
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、
行
動
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
し
た
。

（
国
連
事
務
総
長
宛
要
請
文
等
の
資
料
は
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。http://w

w
w
.sosyaken.jp

）

いのうえ　ひでお
1947年生まれ。金沢大学法学系教授、大学院人間社会環境研究科長。
専門分野は社会保障法、福祉政策論。日本社会保障法学会代表理事、
厚労省ハンセン病問題検討会委員長等を歴任。現在、全国老人福祉問
題研究会会長、高齢者運動基金理事長、金沢市障害者施策推進協議会
会長、介護保険運営協議会苦情等専門部会部会長、社会福祉審議会委
員、ボランティア大学校理事等。病気、障害、年齢などにより「固有
のニーズ」をもつ人々の人権保障に重点をおいた仕事をしている。
編著書に『障害をもつ人々と参政権』（法律文化社、93年）、『高齢化
への人類の挑戦』（萌文社、03年）、『若者の雇用・社会保障』（日本評
論社、08年）、『患者の言い分と健康権』（新日本出版社、09年）など。

福祉のひろば　2010―77
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地域に根をはる福祉専門学校

2010年４月27日、小雨の降るなか、島根県東部の安来市にある学校法

人広瀬学院島根総合福祉専門学校を訪ねました。1997年に旧広瀬町の町

立の福祉専門学校として誕生し、その後、民営化し、開設当初は介護福祉

士科単科だったのを2004年からは児童福祉科も併設しました。

今回の特集では、地方にある福祉専門学校が地域住民の生活、行政、福

祉関係者とのネットワークを意識しながら学校運営に奮闘する姿、教員た

ちと学生たちの生活や希望、そして実習や学習のなかで体験した“人とし

て生きる”ことに向き合うことへのこだわりや思い、利用者からの感謝の

言葉の重みの受け止めなどを発信します。 （編集主幹）

特 集

● 出　席　者 ●

校　長 西
にし

高広
たかひろ

さん　副校長 余村
よむら

望
のぞむ

さん　介護福祉科科長 堅田
かたた

知佐
ち さ

さん

ゲゲゲの女房のふるさと
島根県安来市の島根総合福祉専門学校を訪ねて
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―
―
開
設
当
時
の
理
念
や
意
図
と
、
一

四
年
目
を
迎
え
て
ど
う
変
わ
っ
て
き
た

の
か
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

余
村

島
根
総
合
福
祉
専
門
学
校
の
開

設
は
一
九
九
七
年
で
す
。
平
成
の
大
合

併
を
機
に
市
町
村
合
併
し
、
二
〇
〇
四

年
一
〇
月
か
ら
安
来
市
に
な
り
ま
し
た

が
、
本
校
を
開
設
し
た
と
き
は
広
瀬
町

で
し
た
。
中
山
間
地
に
位
置
し
過
疎
化

調
に
若
者
の
地
元
定
着
が
進
ん
で
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
国
で
三
番
目
、
町
立
と
し
て

ス
タ
ー
ト

開
設
当
時
は
、
広
瀬
町
立
と
い
う
か

た
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
公
立
の

福
祉
専
門
学
校
と
し
て
は
愛
知
県
と
北

海
道
に
続
い
て
三
番
目
で
し
た
。
本
校

の
設
立
と
運
営
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

大
阪
健
康
福
祉
短
期
大
学
の
故
・
横
田

昌
子
先
生
も
、
大
阪
の
よ
う
な
都
会
と

は
ま
た
違
う
人
材
育
成
モ
デ
ル
を
想
定

し
て
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
都
会
に

お
け
る
福
祉
人
材
育
成
と
福
祉
実
践
、

そ
し
て
高
齢
化
日
本
一
が
続
い
た
島
根

県
で
は
ど
う
い
っ
た
人
材
育
成
と
実
践

が
で
き
る
の
か
、
対
比
的
に
見
て
お
ら

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
学
校
開
設
に

が
進
む
町
で
、
一
つ
は
若
者
の
定
住
対

策
、
も
う
一
つ
は
将
来
に
わ
た
っ
て
福

祉
の
人
材
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と

い
う
二
つ
の
目
的
か
ら
、
福
祉
専
門
学

校
の
開
設
を
広
瀬
町
総
合
振
興
計
画
の

な
か
に
組
み
込
み
ま
し
た
。

当
時
は
町
お
こ
し
で
い
ろ
い
ろ
な
施

設
を
つ
く
る
こ
と
が
大
流
行
し
ま
し
た

が
、
広
瀬
町
で
は
人
材
育
成
に
お
金
を

か
け
る
、
と
い
う
方
向
性
が
明
確
に
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
相
当
数
の
本
校
卒
業
生
が
安

来
市
内
で
働
い
て
い
ま
す
。
卒
業
生
が

地
元
で
事
業
を
起
こ
し
、
小
規
模
多
機

能
施
設
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
展
開

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
比
較
的
順

地
元
の
福
祉
人
材
は
地
元
で
育
て
る

余村　望さん
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あ
た
っ
て
は
ハ
ー
ド
面
は
す
べ
て
町
が

用
意
し
、
運
営
を
大
阪
の
あ
お
ば
福
祉

会
が
行
う
こ
と
で
協
定
が
交
わ
さ
れ
、

そ
れ
を
原
則
と
し
ま
し
た
。

安
来
市
と
の
合
併
で

本
格
的
に
民
営
化

余
村

そ
の
後
、
広
瀬
町
は
二
〇
〇
一

年
に
学
校
法
人
広
瀬
学
園
を
設
立
し
、

学
校
は
民
営
化
さ
れ
ま
し
た
。
と
は
い

え
、
理
事
長
に
は
当
時
の
町
長
が
就
任

し
ま
し
た
の
で
、
民
営
化
に
よ
っ
て
町

の
責
任
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
広
瀬
町
は

も
と
よ
り
、
合
併
し
た
安
来
市
も
財
政

的
に
厳
し
い
自
治
体
で
す
。

合
併
を
機
に
「
民
間
だ
か
ら
自
己
責

任
で
運
営
し
な
さ
い
」
と
な
り
ま
し
た
。

安
来
市
の
言
い
分
は
、
広
瀬
町
が
あ
お

要
が
あ
る
と
、
若

干
方
向
転
換
を
し

て
き
た
と
い
う
の

が
二
〇
〇
五
年
度

以
降
で
す
。

九
割
以
上
が

地
元
か
ら
の

入
学

―
―
卒
業
後
の
就

職
状
況
や
、
学
生

の
実
態
は
ど
う
で

す
か
？

余
村

当
初
か
ら

入
学
生
は
地
元
が

九
割
以
上
で
す
。

エ
リ
ア
は
地
元
で

あ
る
安
来
市
、
隣

の
松
江
市
、
県
境

ば
福
祉
会
に
運
営
協
力
を
請
願
し
、
本

校
を
設
立
し
た
と
き
の
考
え
方
と
は
全

く
違
い
ま
す
。
完
全
な
民
間
の
専
門
学

校
に
す
り
替
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
年
度
か
ら
は
、
行
政
サ
イ

ド
に
と
っ
て
は
民
間
の
一
学
校
法
人
と

し
て
の
福
祉
人
材
養
成
専
門
学
校
と
い

う
方
針
が
定
着
し
ま
し
た
。
当
局
の
学

校
運
営
に
対
す
る
関
わ
り
方
、
地
域
の

将
来
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
福
祉
人

材
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
当

初
の
広
瀬
町
が
持
っ
て
い
た
よ
う
な
ビ

ジ
ョ
ン
は
希
薄
に
な
っ
た
と
い
う
印
象

を
持
っ
て
い
ま
す
。

否
応
な
く
、
市
と
法
人
と
の
対
等
平

等
の
関
係
に
つ
い
て
の
解
釈
の
問
題
は

長
期
的
に
見
て
い
く
こ
と
と
し
て
、
改

め
て
市
に
依
存
し
す
ぎ
な
い
高
い
質
の

人
材
育
成
の
組
織
を
つ
く
っ
て
い
く
必

地域に根をはる福祉専門学校特 集

安来市の人口　平成22年度人口統計表

総数 男 女 人口数 ％ 人口数 ％

22年4月末 13,984 42,824 20,451 22,373 5,486 12.81 12,775 29.83

住民基本台帳人口
年　月 世帯数

年少者（14歳以下） 高齢者（65歳以上）


